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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （DID 区域内の道路幅員

10ｍ以上の道路。なお、DID 区域外は関係機関と協議すること。）

　　ロードヒーティング区間等のように、構造的にコンクリート製品の使用が困
　難な場合については、滑りにくく、つまづきにくい製品（貼り付けタイプ等）
　を使用してもよいものとする。この場合の材質については、摩耗しやすいもの、
　褪色しやすいもの、怪我の恐れがあるような硬く鋭い角をつくりやすいもの等
　は避けるものとする。
　　なお、貼り付けタイプの場合、はがれやずれが生じる恐れがあるため、材料
　にあった接着剤を使用するなど十分注意する必要がある。
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横断

歩道の中心から左右対称に設置する。
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イ　継続的直線方向の誘導は、ＤＩＤ区域内の歩道幅員が 3.5ｍ以上で交差点

　間を連続的に誘導する場合に行い、敷設位置は下表のとおりとする。ただ

　し、電柱や植樹ます、道路境界にある塀や建物等の支障物からの離隔は

　60 ㎝以上確保した上で、急激に屈曲させることがないよう直線的に敷設す

　るのが望ましい。

エ　屈折・屈曲部のａが 10 ㎝以下の場合の設置例

a:10cm 以下とすることが望ましい。

エ
a a a
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　ブロックの設置個所に障害物がある場合で迂回不可能な場合、下記の優先順位

ａ、ｂ、ｃ、ｄに基づき設置する。

　ａ　障害物は可能な限り移動し、ブロックを設置する。

　ｂ　「ａ」が不可能な場合、その部分を化粧蓋に変更し、ブロックを設置する。

　　　ただし、化粧蓋の設置が困難な場合は、貼り付けタイプを設置する。

　ｃ　「ａ」「ｂ」が不可能な場合は、障害物を除いて設置する。この場合、ブロ

　　　ックは 10 ㎝以上重ねて設置することとする。

ｂ

障害物

ｃ

障害物

10cm 以上
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　線状ブロックは原則、隙間なく設置するが、隙間ができる

場合には、製品を加工し、設置すること。

(8)

(7)

(9)
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（注意）線状ブロックの方向は横断歩道の方向と一致

　　　 させ横断先と一直線に設置すること。
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ただし、化粧蓋の設置が困難な場合は、貼り付けタイプを設置する（円形蓋を除く）。
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電柱

- 38 -



- 39 -



- 40 -



- 41 -



- 42 -



- 43 -



- 44 -



- 45 -



ただし、中央分離帯の高さと車道の高さを同一にする場合は、中央分離帯の中にブ

ロックを設置しないものとする。
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ア

ウ
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（注意）バス停留所区間は縁石はうら出しせず

　　　 縁石の高さは 15 ㎝程度とする。
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■点状ブロックは、交差する道路（取付道路）

　の停止線よりも交差点中心点側に設置する。

8   取付道路に停止線があり、横断歩道がない場合の点状ブロックの設置例

交差点中心点

取付道路点中心線
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（注意）  点状ブロックは、縁石と直角にする。

（注意）　線状ブロックは、横断歩道の方向と

　　　　一致させ、横断先（向かい側）と一直線に設置する。
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※P33 のエのケース
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※P33 のウのケース
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